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論文題名：井上靖中国関係小説研究 
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（平成三十年度） 
文学研究科 総合人文学専攻 国文学専修 蘇 洋 
 
論文要約 
 井上靖は、北海道に生まれた、昭和期の作家であり詩人である。京都帝国大学哲学科を卒
業後、詩人として出発した井上靖は、長い新聞記者生活を経て、四十二歳の時「闘牛」で芥
川賞を受賞し、作家生活に入る。 
 井上靖の作品は詩、新聞小説、歴史小説、自伝小説、エッセイ、紀行など、数多くのジャ
ンルにわたっている。長年の作家生活の中で、井上は多くの中国歴史に関する小説も創作し
ている。ただ、中国を舞台として描いた小説は、これまでの研究においてほとんど取り上げ
られなかったため、研究の余地が十分にある。 
 さて、井上は「歴史家の調べた資料を全部踏まえた上で、それからの仕事ですね。窮屈で
はなくて、むしろ自由に文学者として発言できる。」（『わが文学の軌跡』昭和五十二年四月
中央公論社）と、歴史小説に対する創作方法について述べている。 
 本論では、「楼蘭」、「明妃曲」、「宦者中行説」、「楊貴妃伝」及び「孔子」を通して、井上
の描いた中国の歴史に関する小説を検討している。本論に挙げた中国に関する小説の主題
は作品の発表された時代によって変化しているケースもあるが、一貫して普遍的なテーマ
を内包しているといえる。そこで、本論では各小説の主題に迫っていく中で、作品の一貫し
た普遍的なテーマを明らかにし、従来の井上靖の中国に関する小説研究に対し、新たな視点
を提示した。ここでは本論を三部に分け、以下のような構成とした。 
 
序論 
第一部 井上靖の西域への憧れ 
第一章 学生時代からの西域への憧憬 
第二章 井上靖「楼蘭」論――「楼蘭」における〈水〉、〈ロブ湖〉と〈河竜〉をめぐって 
第三章 井上靖「明妃曲」論―-―匈奴への憧れの物語  
第四章 井上靖「宦者中行説」論――匈奴を愛した中行説像  
 小結 
第二部 井上靖文学における中国の唐代文化の受容 
第五章 井上靖「楊貴妃伝」論――唐朝の長安文化をめぐって  
第六章 井上靖「楊貴妃伝」論――史料との比較から見る楊貴妃像  
第七章 井上靖「楊貴妃伝」論――典拠と宦官・高力士の役割  
 小結 
第三部 井上靖の人生への感懐 
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第八章 井上靖「孔子」論――負函という地の意味  
 小結 
結論 
参考文献 
既発表論文一覧 
 
 各部の概要を説明する。 
 第一部は、「井上靖の西域への憧れ」として、第一章で井上靖の学生時代からの西域への
憧憬を考察し、第二、三、四章で、西域に関する小説「楼蘭」、「明妃曲」、「宦者中行説」に
ついて分析した。 
 井上は少年時代から「中央アジアへの夢」を持っていた。そのため、「学生時代から西域
関係のものを読むのが好き」（「西域のイメージ」『世界教養全集』昭和三十六年二月）だっ
た。さらに、西域のイメージは「全く書物から得たもの」であると述べている。第一章では、
井上の西域に関するエッセイから、学生時代に井上が愛読した西域関係の本を整理した。さ
らに西域関係の本から、西域の沙漠および遊牧民族に関するイメージについて分析した。 
 第二章では、西域の小国、楼蘭の興亡史を描いた「楼蘭」を取り上げた。「楼蘭」は、井
上が創作した西域小説群の一つで、昭和三十三年七月の『文藝春秋』に発表されている。そ
こでまず、第二章で楼蘭という小国を描くために井上が使用した史料『漢書』や『史記』と、
作品「楼蘭」との共通点や、意図的に改変した部分を指摘した。楼蘭は、小国であるがゆえ
に、大国匈奴と漢によって劫略され、漢の要求により国そのものをロブ湖流域から鄯善に移
すこととなった。楼蘭に関する研究者は、「鄯善」という国名は、「漢により善く善い国」と
いう意味であると指摘している。すなわち、漢という強国に従う立場を明瞭にした地名であ
る。ところが井上は小説「楼蘭」の中で、「鄯善」とは、「新しい水」という意味であると書
いた。井上はいったい何故このように「鄯善」に独自の意味づけをしたのであろうか。それ
は、作品内での〈水〉の描写と深くかかわっている。〈水〉は小説「楼蘭」の中で、重要な
役割を果たしている。 
楼蘭人にとって、ロブ湖は神であり、祖先であった。ロブ湖なしに、決して楼蘭人たちは
生きることはできなかった。史料では、楼蘭は仏教国とされているが、ロブ湖の重要性を強
調するため、作品内では、ロブ湖に棲んでいた神・河竜を登場させている。楼蘭人は鄯善に
移動したにもかかわらず、毎日のように河竜へ敬意の念を捧げていた。ロブ湖は楼蘭人にと
って切り離すことのできない一部分と言える。 
以上の内容を踏まえた上で、第二章では、小説「楼蘭」における〈水〉、〈ロブ湖〉及び〈河
竜〉に関する描写を詳細に分析した。さらに、「楼蘭」の中で、河竜の怒りを鋭く描き出し
た箇所を詳細に分析することによって、「楼蘭」は漢と匈奴の戦争という人為的な楼蘭の破
壊に対する楼蘭人の不満を表し、楼蘭人の悲運を強調した物語であることを明らかにした。 
第三章では、匈奴に嫁がせた王昭君を描いた「明妃曲」を論じた。「明妃曲」は昭和三十
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八年二月の雑誌『オール読物』に発表された井上靖の短編小説である。「明妃曲」は、匈奴
に憧れた田津岡竜英が、同じく匈奴に惹かれている「私」へ、中国から匈奴に嫁いだ王昭君
に関する新資料を紹介するという内容の作品である。中国の詩と小説の中で、漢の王昭君が
単于に嫁したことについて、悲劇的に描かれている。しかも、井上自身はエッセイ「西域に
招かれた人々」において「西域に関係した悲劇でもっとも有名なものは王昭君の伝説である」
（『西域』昭和三十八年三月 筑摩書房）と述べている。すなわち、匈奴に嫁ぐことは王昭
君にとっては悲劇と考えていた。にもかかわらず、「明妃曲」では、田津岡竜英の示した新
資料の中の「元帝を憎み、匈奴の若者を愛した」、匈奴に憧れていた王昭君像が記されてい
る。井上は、いったいなぜこのような王昭君像を創作したのであろうか。それは、作品中で
何回も描く「貧相」な体躯でありながらも、精神的には匈奴のような「古代の遊牧民族のも
つ端倪すべからざるエネルギー」に鑽仰の念を抱いていた田津岡竜英の姿と関連している。 
「明妃曲」の結末には、田津岡竜英が大陸の戦争で戦死したことが描かれている。そこに
は、昭和十二年に井上が二等兵として中国行軍体験を行ったことが色濃く表れている。 
第三章では、作品中の王昭君に関する記述と、中国の史料『漢書』、『後漢書』及び元曲「漢
宮秋」を比較し、井上が創作した箇所を指摘した。「明妃曲」において、井上が匈奴に憧れ
ていた王昭君像を創作した理由を分析し、田津岡竜英の最後と井上の行軍体験の関連性を
明らかにした。 
第四章では、匈奴へ派遣された中行説を題材した作品「宦者中行説」を論究した。「宦者
中行説」は、昭和三十八年六月の雑誌『文藝』に発表された短篇小説である。「宦者中行説」
は、漢が匈奴の侵攻に悩まされていた頃、匈奴と何とか親交を持とうとして公主を送った時
に、目付け役として匈奴へ一緒に付いていった中行説の物語である。中行説は漢文帝時代の
宦者である。『史記』などの中国史書の中では中行説に関する記述が少ないため、中行説は
中国の人々に広く知られた人物とは言えない。しかし、井上は中行説が言った「われ行かば
必ず漢の患いとならん」という言葉を不思議なものだと感じた。そのため、「われ行かば必
ず漢の患いとならん」という言葉が、井上の小説「宦者中行説」を創作した動機となった。
井上は中行説に関する『史記』の記述をもとに「宦者中行説」を創作した。『史記』では、
漢文帝に対し憎しみを募らせ、匈奴に投降し、漢国に仕返しをした中行説の姿が描かれてい
る。しかし、井上は、「宦者中行説」において、それとは異なる中行説の姿を描いた。すな
わちそれは、匈奴の魅力に憧れていき、馴染んでいく中行説の姿であった。第四章では、中
国の歴史書『史記』の中で記されている中行説について説明した。さらに、「宦者中行説」
とその典拠である『史記』との相違点と、井上が創作した箇所を指摘し、井上が描く匈奴に
魅力を覚えた中行説の姿を明らかにした。 
第二部は、「井上靖文学における中国の唐代文化の受容」をテーマとし、長編小説「楊貴
妃伝」を取り上げ三章に分けた。 
「楊貴妃伝」は昭和三十八年から昭和四十年まで『婦人公論』に連載された長編小説であ
る。昭和四十年に単行本が刊行された。「楊貴妃伝」の背景は中国の唐朝時代の長安である。
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井上靖は司馬遼太郎との対談で、「唐の時代がいい」と褒め、「往古の都市で、いちばん行き
たいところはどこかと問われれば、やはり私は長安ですね」（「西域への夢」『西域をゆく』
昭和五十二年五月）と述べている。だからこそ、「楊貴妃伝」の中では、唐時代の長安文化
や風景が大幅に描かれている。すなわち、「楊貴妃伝」は楊貴妃の物語のみならず、唐時代
の長安文化をも描写した一作と言えよう。中国の史料『唐書』、『旧唐書』及び『資治通鑑』
などには、長安の風景や文化が記されていない。しかし、井上はエッセイ「私にとっての座
右の書」（『井上靖エッセイ全集』昭和五十四年七月）の中で、石田幹之助の『長安の春』を
参照し、「楊貴妃伝」での長安の風景や文化を描いたことについて書いている。 
井上は「楊貴妃伝」の執筆中に、中国の西安（唐時代の長安）を取材している。そこから
わかるように、井上は長安を重要視したのである。まず、第五章では、井上の長安調査旅行
をまとめた。そして、『長安の春』と「楊貴妃伝」を比較し、井上が参照した箇所を指摘し
た。さらに、井上は楊貴妃に関する出来事と長安の文化や風景を結び付け、栄華を極めた後
宮の生活の背後に「暗い運命」と名付けられていた楊貴妃の悲しさを、より効果的に表して
いることを明確にした。 
第六章では「井上靖『楊貴妃伝』論――史料との比較から見る楊貴妃像」をテーマに、作
品中に描かれた楊貴妃像について考察した。楊貴妃の本名は楊玉環であり、元は玄宗皇帝の
皇子・寿王の愛妃であったが、のちに玄宗皇帝に召された人物である。この小説は開元二十
八年(西紀七四〇年)に楊貴妃が玄宗皇帝に召されて温泉宮に赴いた時から、天宝十五年（七
五六年）に馬嵬に縊られるまでの、楊貴妃の波瀾に満ちた短い生涯が描き出されている。楊
貴妃は概ね「禍の元」というイメージで中国の文献に登場し、悪い評価が定着している。一
方日本では、白居易の「長恨歌」の影響が見受けられ、文学作品の中で、楊貴妃のその美貌
や玄宗の楊貴妃への愛情をテーマにしたものが多く描かれてきた。しかし、井上は「楊貴妃
伝」の連載に先立って『婦人公論』に「今度はじめて本誌に歴史小説を書いてみたいと思う。
いま私の心のなかには、日本や中国の歴史の中に生きたさまざまな女性の姿がめまぐるし
く去来している。その中の一人を私なりにとらえて、その女としての生き方を探ってゆきた
いと思っている。」（『婦人公論』昭和三十八年一月中央公論社）と述べている。井上は楊貴
妃を中国の歴史文献の「禍の元」や、日本の文学作品の中で描かれるような、美貌を持ち玄
宗に寵愛された女性、という一面的なイメージではなく、「女としての生き方を探ってゆく」
ことを主眼とした。すなわち、「楊貴妃伝」の中で楊貴妃の人間のドラマを活写したのであ
る。 
第六章では、これまでに研究者が注目してこなかった楊貴妃に関する中国の史料と「楊貴
妃伝」を比較して、創作された部分を指摘した。さらに創作された部分を詳細に分析し、「楊
貴妃伝」の中で、楊貴妃の「女としての生き方」がどのように表現されているのかを検討し、
井上が描く楊貴妃の人間像を明らかにした。 
最後に、第七章では、宦官・高力士の役割について論じた。中国の古代の宮廷では、皇帝
および妃たちの生活に関する諸事務を担当していた男性は宦官と呼ばれていた。例えば、玄
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宗の側近に仕えた宦官の一人として、高力士をあげることができる。高力士は、玄宗皇帝時
代の宦官として絶大な力を持っていた。井上靖は宦官の勢力が強まった中国の様相を正確
に把握し、「楊貴妃伝」でも、楊貴妃の辿る運命の鍵を握るキーパーソンとして高力士を描
いた。高力士は玄宗皇帝の影のように存在していた人物である。また、最後に玄宗が蜀へ避
難する途中、玄宗の命を受け、馬嵬において楊貴妃を殺した人物でもあった。玄宗そして楊
貴妃の両者ともに高力士と深い関わりをもっていたことは、作品からも分かる。 
第七章では、高力士に関する史料をあげ、「楊貴妃伝」との共通点や、井上が創作した部
分を指摘した。加えて、井上の創作した箇所に着目し、高力士が楊貴妃にとって相談役であ
り、策略の黒幕でもあったことを明らかにした。さらには、絶世の美女と歌われた楊貴妃の
悲劇的な運命を、高力士という有能かつ策士の宦官との関係で描き尽くされたことを論究
した。 
第三部では、「井上靖の人生への感懐」をテーマに、昭和六十二年六月から平成元年五月
まで『新潮』に連載された、井上の最後の長編小説「孔子」について考察した。 
「孔子」は孔子の宋―陳―蔡―葉―陳という国を遊説した部分に取材し、創作した作品で
ある。井上は孔子が流浪の旅をした、いくつかの集落を実際に取材した。その取材旅行の中
で、井上が最も重要視した場所は負函である。小説「孔子」では、負函は特殊な集落であり、
孔子と弟子たちの楚における滞在地として重要な役割を果たしている。作品を執筆するに
あたって、負函の重要性を何度も井上は述べていた。そこで井上は、負函について特に注力
したのである。 
第八章では、井上が重要視した負函について考察した。負函について、井上は大量の資料
を調べた上で、現地調査も行った。小説「孔子」の中で井上は孔子の詞を示すだけではなく、
春秋時代を象徴する負函で起こった出来事と結び付けて解釈を加えた。そこで、負函という
舞台で書かれた孔子の思想〈仁〉と、小説の主題〈天命〉に関する井上の具体的な解釈につ
いて究明した。さらに、負函という背景の中で詞を解釈し、孔子が自らの不運を〈天命〉と
して、堂々と率直に受け入れた姿を描き出したことを明らかにした。 
本論では、井上の中国歴史に関する小説「楼蘭」、「明妃曲」、「宦者中行説」、「楊貴妃伝」
および「孔子」について考察した。本論文に挙げた中国歴史小説における井上の創作方法に
は史実への慎重な態度がみられた。井上は史料を詳細に調査し、できる限り現地へ赴き取材
旅行を行った上で、史料の空白を想像で埋めたのである。このような井上の創作によって、
それぞれの歴史の人物に命が与えられ、人間らしいドラマがうまれたのである。このことは、
本論文の一連の中国歴史に関する井上文学の一貫した普遍的なテーマだと考えられる。 
